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Well-Being指標とロジックツリーは社会的課題の解決に向けた車の両輪

⚫ Well-Beingを計測する指標・環境の整備
⇒ WB指標サイトの開発と普及

⚫ WB指標を活用したワークショップと、地域の社会
的課題を特定しコンセンサスを作るノウハウの開拓

⚫ ノウハウの実践を通じた市民、事業者の巻き込み
⇒ ワークショップ手法の開発と実践の普及

Well-Being指標

⚫ 地域の社会的課題解決に導く行動の特定
⇒ ロジックツリーの作成手法の開発

⚫ 特定された行動を誘発する施策の実施
⇒ ex.ポイントインセンティブなど

⚫ 施策の行動誘発効果を検証するデジタル基盤
⇒ 行動履歴を捕捉できるアプリの開発

ロジックツリー

数値による検証

課題と合意

課題と合意

課題と合意
行動と施策

行動と施策

行動と施策

Well-Being指標

ロジックツリー

明確なビジョン



指標とリファレンスロジックツリーの２StepでWell-Beingの向上を加速

⚫ これまで地域幸福度（Well-Being）指標の分析やワークショップを進め、地域の社会的課題を特定しコンセンサスを作る取組

を推進してきた。これにより本年度の本指標活用団体は76団体と増加している。

⚫ 他方、特定された社会的課題を解決に導くための住民等の行動や施策の特定に繋げるには、もう1段階踏み込んだ分析が必要。

具体的には、当該課題の解決と、行動や施策をつなげることが必要であり、ロジックツリーの手法の活用を推奨。

⚫ とはいえ、ゼロからロジックツリーを作成することは難しいため、デジタル庁で自治体が参照できるロジックツリーを示し、それをたた

き台に、社会的課題と、それを解決するための行動や施策の特定を結びつける作業をしてもらう。

⚫ 同時に、ロジックツリーの各項目を計測するために必要な手段（スーパーアプリなど）も用意し、取組のインパクトを明らかにで

きる基盤を整えることによって、社会的投資の加速などにもつなげていってはどうか。

官民で共有すべき
社会的課題の特定・共有

必要な施策や住民行動
の特定・共有

取組１：Well-Being指標の計測と活用

• WB指標の分析ツールやガイドブック等の整備。
その活用に関する研修を実施。

• WB指標を活用し、まちで解決すべき社会的課
題を検討するワークショップの実施

取組２：ロジックツリー等の活用

• リファレンスロジックツリーの提供と、これを
活用した施策や住民行動に関する分析研修の実
施やワークショップの提供

• ポイントを媒体として、住民や来訪者の地域で
の活動を促進、施策を活用しているかがわかる
アプリの開発・提供と、これを活用したソー
シャルインパクトの測定、WB分析へのフィー
ドバック支援。



政策検討支援ツール

「リファレンスロジックツリー」
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地域における

医療・介護
環境の改善

リファレンスロジックツリー 【医療・介護環境の改善編】

第１水準
政策分野の特定

医療サービス
の改善と拡充

介護サービス
の改善と拡充

市民の健康増進

第２水準
政策のGoal

在宅生活の継続支援機能の強化

医療・介護関係
施設・設備の整備

医療・介護機関間での
データ連携体制の構築

医療・介護申請手続き
のデジタル化推進

市民が気軽に集える
公共的空間の確保・拡充

市民の生活習慣を
見直す機会を作る

公共交通の再構築

免許返納者の外出を促す
ための環境整備

地域コミュニティにおける
市民の出番と居場所の拡大

医療・介護関連情報の充実と
アクセスの改善

医療・介護従事者の
勤務環境の改善・支援環境整備

第４水準
各施策のOutput
以下例示を参考に検討

医療MaaS「モバイルクリニック事業」

市民運動会・大会の実施

UJIターン介護職員
就業支援事業

第５水準
個別施策名

以下は例示。各自治体の施策を整理

運動・街歩き促進事業

高度・専門医療人材
養成支援事業
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医療・介護関連業務効率の向上

在宅ケアサービス・体制の充実

特定の疾病・認知症の
ケアの充実

医療・介護サービスへの
アクセスの向上

市民の生きがいづくりと
社会参加の促進

災害・感染症拡大等の
有事対応力の向上

医療・介護従事者の確保

第３水準
各施策群のOutcome

移動困難者等の
外出支援環境の整備

市民の健康意識の向上
と的確な健康知識の普及

コミュニティバスの運用再開

病院前緊急搬送補助システムの
データ連携基盤接続

医療・健康用
市民アプリの導入・活用

地域包括ケア推進事業

・
・
・

・
・
・

公民館2.0（DX）の整備
にぎわい広場/スポット避難所整備

・
・
・

・
・
・

高齢者 eスポーツチーム支援

食育、健康料理教室

主観指標の得意領域
客観指標も活用

客観指標の得意領域
主観指標も活用

各施策の直接
的目的を訴求

施策間の相関
関係を追求

Well-Being向上のため
取り組むべき政策分野

部局横断対応
関係を追求

オンライン診療車の整備



（検討資料）各項目に紐付く指標案（医療介護環境の改善編）

アイテム 解説 区分 項目 出典

第
一
水
準

地域における
医療・介護
環境の改善

医療・介護
の観点から、
市民および
従事者らの
地域生活の
質を高める
ことを検討
する

主観 暮らしている地域は、医療機関が充実している LWCI 主観指標 
主観 私は、身体的に健康な状態である LWCI 主観指標 
主観 私は、精神的に健康な状態である LWCI 主観指標 
客観 人口あたり国保医療費 (-) 市区町村版 暮らしやすさ客観指標
客観 人口あたり後期高齢者医療費 (-) 市区町村版 暮らしやすさ客観指標

客観 避難・救助（自然災害） 市区町村版 暮らしやすさ客観指標

OQ：自治体独自設問参考事例集
AD:今回加えた項目



（検討資料）各項目に紐付く指標案（医療介護環境の改善編）

アイテム 解説 区分 項目 出典

第
二
水
準

医療サービスの
改善と拡充

医療に関する自
治体及び地域事
業者が提供する
サービス品質を
高めるための施
策

主観 暮らしている地域では夜間・緊急医療体制が整っている OQ 医療・福祉
主観 暮らしている地域では、福祉サービス（在宅福祉など）が充実している OQ 医療・福祉
主観 暮らしている地域では、デジタル技術等を活用し、救急医療体制の高度化を図る取組みが実施されている OQ 医療・福祉
主観 暮らしている地域では、デジタル技術を活用した健康・医療アプリ（サービス）を何度も利用した OQ 医療・福祉
主観 暮らしている地域では、デジタル技術を活用した健康・医療アプリ（サービス）を利用したい OQ 医療・福祉
客観 可住地面積あたり医療施設数 LWCI 客観指標 
客観 人口あたり医療施設数 LWCI 客観指標 
客観 人口あたり産科・産婦人科医師数 LWCI 客観指標 
客観 医療施設徒歩圏人口カバー率 市区町村版 暮らしやすさ客観指標
客観 一般診療所数 厚生労働省
客観 訪問診療を実施する診療所数 厚生労働省
客観 在宅療養支援診療所・病院の届出数 厚生労働省
客観 医療機関数（合計） 日本医師会地域医療情報システム（JMAP）

客観 病床数（医科合計） 日本医師会地域医療情報システム（JMAP）

介護サービスの
改善と拡充

介護に関する自
治体及び地域事
業者が提供する
サービス品質を
高めるための施
策

主観 私の暮らしている地域では、介護・福祉施設のサービスが受けやすい LWCI 主観指標 
主観 暮らしている地域では、福祉サービス（在宅福祉など）が充実している OQ 医療・福祉
主観 暮らしている地域では、直近○○ヶ月の家族の介護・看護には満足している OQ 医療・福祉
客観 介護老人福祉施設（基本票）（65歳以上人口10万当たり）【所】 e-Stat（市区町村データ）
客観 可住地面積あたり介護施設数 LWCI 客観指標 
客観 人口あたり介護施設数 LWCI 客観指標 
客観 人口あたりホームヘルパー数 LWCI 客観指標 
客観 福祉施設徒歩圏平均人口密度 (-) 市町村版 暮らしやすさ客観指標
客観 人口あたり認知症サポーターメイト・サポーター数 市町村版 暮らしやすさ客観指標
客観 訪問看護ステーション数 介護サービス施設・事業所調査
客観 訪問看護ステーションの看護職員数（常勤換算） 介護サービス施設・事業所調査
客観 介護施設数（合計） 日本医師会地域医療情報システム（JMAP）

客観 在宅看取り率（自宅死割合）（％）
人口動態統計（厚生労働省）e-Stat（市
区町村データ）

市民の健康増進

市民の未病推進
のための日常的
な生活習慣の維
持・向上を図る
施策

主観 私は、身体的に健康な状態である LWCI 主観指標 
主観 私は、精神的に健康な状態である LWCI 主観指標 
主観 地域活動（自治会・地域行事・防災活動等）への市民参加が盛んである LWCI 主観指標 
客観 健康寿命（平均自立期間）（男性） 市町村版 暮らしやすさ客観指標
客観 健康寿命（平均自立期間）（男性） 市町村版 暮らしやすさ客観指標
客観 特定健康診断受診率 LWCI 客観指標 
客観 スポーツ行動者率 LWCI 客観指標 
客観 喫煙率(-) LWCI 客観指標 
客観 人口あたり気分障害（うつ等）受療者数(-) LWCI 客観指標 
客観 人口あたり生活習慣病受療者数(-) LWCI 客観指標 
客観 ウォーカブル指数 市町村版 暮らしやすさ客観指標
客観 高齢者有業率 市町村版 暮らしやすさ客観指標

OQ：自治体独自設問参考事例集
AD:今回加えた項目



（検討資料）各項目に紐付く指標案（医療介護環境の改善編）

アイテム 解説 区分 項目 出典

第
三
水
準
(1)

医療・介護従事者
の確保

医療・介護の現場
を支える従事者の
労働環境や生活の
質を向上させるた
めの施策

主観 はたらく幸せ実感/不幸せ実感 パーソル総合研究所・慶應義塾大学

主観 はたらく幸せ/不幸せ因子 パーソル総合研究所・慶應義塾大学

主観 ワーク・エンゲイジメント 慶應義塾大学 総合政策学部 島津研究室

客観 医療機関医師数 日本医師会地域医療情報システム（JMAP）

医療・介護関連業
務効率の向上

主観

客観

特定の疾病・認知
症のケアの充実

生活習慣病や認知
症へのケア体制を
充実させるための
施策

主観 暮らしている地域では、福祉サービス（在宅福祉など）が充実している LWCI 主観指標 

主観 暮らしている地域では、直近○○ヶ月の家族の介護・看護には満足している OQ 医療・福祉

客観 通所型介護施設数 日本医師会地域医療情報システム（JMAP）

客観 入所型介護施設数 日本医師会地域医療情報システム（JMAP）

客観 特定施設数 日本医師会地域医療情報システム（JMAP）

客観 入所定員数（入所型） 日本医師会地域医療情報システム（JMAP）

客観 入所定員数（特定施設） 日本医師会地域医療情報システム（JMAP）

在宅ケアサービス
体制の充実

長期入院などの負
担を強いず、在宅
での療養・介護体
制を提供するため
の施策

主観 暮らしている地域では、福祉サービス（在宅福祉など）が充実している LWCI 主観指標 

主観 暮らしている地域では、直近○○ヶ月の家族の介護・看護には満足している OQ 医療・福祉

客観 人口あたり認知症サポーターメイト・サポーター数 市町村版 暮らしやすさ客観指標

客観 人口あたり在宅医療事業者数

客観 訪問看護ステーションの看護職員数

災害・感染症拡大
等の有事への対応

有事に対する備え
るための施策

主観 暮らしている地域では夜間・緊急医療体制が整っている OQ 医療・福祉

主観 暮らしている地域では、デジタル技術等を活用し、救急医療体制の高度化を図る取組みが実施されている OQ 医療・福祉

主観 暮らしている地域では、デジタル技術を活用した健康・医療アプリ（サービス）を何度も利用した OQ 医療・福祉

主観 暮らしている地域では、デジタル技術を活用した健康・医療アプリ（サービス）を利用したい OQ 医療・福祉

客観 ■可住地面積あたり医療施設数 都道府県版 暮らしやすさ客観指標

客観 ■人口あたり医療施設数 都道府県版 暮らしやすさ客観指標

医療・介護サービ
スへのアクセス向
上

医療・介護に関わ
る各種サービスを
受けやすくするた
め、デジタル化を
含むアクセスを向
上させるための施
策

主観

客観 自治体DX指数 市区町村版 暮らしやすさ客観指標（KPI）

客観 デジタル政策指数 市区町村版 暮らしやすさ客観指標（KPI）

OQ：自治体独自設問参考事例集
AD:今回加えた項目



（補助資料）各項目に紐付く指標案（医療介護環境の改善編）

アイテム 解説 区分 項目 出典

第
三
水
準
(2)

市民の生きがいづ
くりと社会参加の
促進

ミドル・シニア世
代のフレイル予防
と地域生活におけ
る幸福感を維持・
向上させるため、
他者との交流を促
進する施策

主観 私は同じ町内に住む人たちを信頼している LWCI 主観指標 （地域の人間関係）

主観 地域活動（自治会・地域行事・防災活動等）への市民参加が盛んである LWCI 主観指標 （地域の人間関係）

主観 困ったときに相談できる人が身近にいる LWCI 主観指標 （地域の人間関係）

主観 町内の人が困っていたら手助けする LWCI 主観指標 （地域の人間関係）

客観 人口あたり自殺者数 (-) 市区町村版 暮らしやすさ客観指標

客観 高齢単身世帯の割合 (-) 市区町村版 暮らしやすさ客観指標

客観 人口あたりNPOの数 市区町村版 暮らしやすさ客観指標

客観 ボランティア行動者率 市区町村版 暮らしやすさ客観指標

客観 祭り開催数 市区町村版 暮らしやすさ客観指標

客観 人口あたり生涯学習講座数 市区町村版 暮らしやすさ客観指標

客観 人口あたり生涯学習講座受講者数 市区町村版 暮らしやすさ客観指標

客観 自治会・町内会加入率 市区町村版 暮らしやすさ客観指標

移動困難者等の外
出支援環境の整備

ミドル・シニア世
代のフレイル予防
のため、徒歩モビ
リティサービスを
活用して外出を促
す施策

主観 公共交通機関で好きな時に好きなところへ移動ができる LWCI 主観指標 （生活環境）

客観 ウォーカブル指数 市区町村版 暮らしやすさ客観指標

客観 公園緑地徒歩圏人口カバー率 市区町村版 暮らしやすさ客観指標

客観 人口あたり公園の面積 市区町村版 暮らしやすさ客観指標

客観 歩道設置率 市区町村版 暮らしやすさ客観指標

客観 駅またはバス停流所徒歩圏人口カバー率 市区町村版 暮らしやすさ客観指標

市民の健康意識の
向上と的確な健康
知識の普及

市民の健やかな市
民生活を維持・向
上するため、未病
対策として取り組
む施策

主観 私は、身体的に健康な状態である LWCI 主観指標 

主観 私は、精神的に健康な状態である LWCI 主観指標 

客観 健康寿命年齢 都道府県版 暮らしやすさ客観指標

OQ：自治体独自設問参考事例集
AD:今回加えた項目



子育て環境の
整備と魅力の向上

リファレンスロジックツリー 【未就学児子育て編】

母子の健康の維持・増進

就労と子育ての両立支援

子育て環境の基盤整備

所得向上のための
職業訓練・転職支援

子育て世代従業員の
待遇改善の促進

地域の先輩保護者による
育児ノウハウの提供

地域の事業者・住民による
子どもの保護、防犯対策

多様な学びの機会の充実

行政手続きの負担軽減

地域の独自資産を活用した
親と子の活動・学びの機会の提供

保育・病児保育の
機会の充足と質の向上

産後ケアの拡充

親が抱える不安の低減

労働環境・条件の多様化

経済負担の軽減と所得向上

保育の機会と質の充足

課題を抱える子育てへの対応

子どもの健康ケア

妊産婦の健康ケア

安心して子育てできる
コミュニティづくり

病児保育施設運営

移住者向け子育て支援策
移住コンシェルジュの設置

保育園の手続きの
デジタル化と最適化

中小企業に対する多様で柔軟な
働き方推進事業

女性のためのお仕事応援プログラム

多様な学びと地域の個性を活かし
た子育て環境の基盤整備
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子どものための医療・保健の充実

主観指標の得意領域
客観指標も活用

客観指標の得意領域
主観指標も活用

各施策の直接
的目的を訴求

部局横断対応
関係を追求

Well-Being向上のため
取り組むべき政策分野

第５水準
個別施策名。

以下は例示。各自治体の施策を整理。

第４水準
各施策のOutput
以下例示を参考に検討

第３水準
各施策群のOutcome

第２水準
政策のGoal

第１水準
政策分野の特定

子育て世代への
経済的支援策

移動に係る負担軽減

産後ケア事業

こどもの医療費助成の拡大

中学校の給食費無償化

子育て広場事業

自家用有償運送サービス導入

未就学児向け教育事業

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

施策間の相関
関係を追求



モビリティの維持・
向上による

生活環境の改善

リファレンスロジックツリー 【モビリティの維持・向上による生活環境の改善編】

モビリティアクセスの向上

子どもの通学や部活動送迎を
支援するモビリティの提供

高齢者や障害者の活動範囲を
広げるモビリティ環境の整備

モビリティ及び生活支援
のハブ機能の形成

サービス提供形態の見直しによる
運用効率化と利便性の向上

エコなモビリティ網の拡充による
通勤・産業輸送力の強化

交通集中を解消し 人々が
気持ちよく活動できるまちに

モビリティへのアクセス改善による
観光客の移動範囲拡大

新技術の積極的導入による
サービスの持続可能性向上

公共交通空白地域への
移動・配達手段の確保

特別なニーズを持つ利用者に
配慮したモビリティ提供

モビリティ・サービスの高効率化

モビリティ需要の喚起

モビリティの
使い勝手・アクセスしやすさ向上

環境インパクトの低い
モビリティへの転換

在宅医療サービスの
専用車両導入支援事業

健康増進教室、公衆浴場整備な
ど高齢者のお出かけ先の開拓

マイカー乗合い交通「ノッカル」
（ライドシェア事業の導入）

モビリティ・サービスの生産性向上

人の動きの再設計による
まちの活性化

免許返納しても元気に
活動できるまちの実現

空飛ぶデリバリーサービス構築事業
（ドローン物流）

オンデマンドバスの運用
自動運転バスやBRTの導入実証

グリーンスローモビリティ
導入促進事業

観光パーク＆ライド駐車場検索

高齢者にも使いやすい
配車アプリの導入
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モビリティ変革による
暮らしやすい地域づくり

主観指標の得意領域
客観指標も活用

客観指標の得意領域
主観指標も活用

各施策の直接
的目的を訴求

施策間の相関
関係を追求

Well-Being向上のため
取り組むべき政策分野

部局横断対応
関係を追求

第５水準
個別施策名。

以下は例示。各自治体の施策を整理。

第４水準
各施策のOutput
以下例示を参考に検討

第３水準
各施策群のOutcome

第２水準
政策のGoal

第１水準
政策分野の特定

公民館への生活支援機能集中
にぎわい広場兼モビリティハブ整備

MaaS導入促進事業

移動需要を喚起する
新たな市民サービスの開拓

「みん学び」等新たな市民サービス

・
・
・

サービスロボットによる物流実証

・
・
・

・
・
・

ウオーカブルなまちづくりの推進
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